
平成 30 年度愛知県アレルギー疾患医療拠点病院実績報告書 
病院名：あいち小児保健医療総合センター   

愛知県アレルギー疾患医療拠点病院設置要綱に基づき、下記のとおり報告します。 

１．病院の機能及び医師等の配置（令和元年５月１日現在） 

 

２．アレルギー疾患に関する「情報提供」「人材育成」「学校、児童福祉施設等におけるアレルギー疾患対応への助言、指導」の取組 

 実    績（平成 30 年度） 今 後 の 予 定（令和元年度） 

診療科 対象者 内容 診療科 対象者 内容 

情

報

提

供 

講
演
会
等 

アレ科 教職員等 エピペン講習会２回 アレ科 教職員等 エピペン講習会 2 回 

アレ科 患者家族 アレルギー教室２回 アレ科 患者家族 アレルギー教室２回 

他 アレ科 大学生 名古屋学芸大学、愛知教育大学の学生講義 アレ科 大学生 名古屋学芸大学、愛知教育大学の学生講義 

人

材

育

成 

研
修
会
等 

アレ科 PAE 受験生 日本小児臨床アレルギー学会 PAE 受検者施設研修 4 名 アレ科 PAE 受験生 日本小児臨床アレルギー学会 PAE 受検者施設研修 3 名 

アレ科 管理栄養士 認定 NPO 法人アレルギー支援ネットワーク病院実習 6 名 アレ科 管理栄養士 認定 NPO 法人アレルギー支援ネットワーク病院実習 5 名 

アレ科 小児科医 名古屋大学小児科医局フレッシュ研修受け入れ アレ科 小児科医 名古屋大学小児科医局フレッシュ研修受け入れ 

他 
アレ科 

 

管理栄養学

科学生 

名古屋学芸大学管理栄養学部卒業研究 6 名指導、大学院生研究

指導１名 

アレ科 

 

管理栄養学科学

生 

名古屋学芸大学管理栄養学部卒業研究 8 名指導、大学院生研究指導１名 

助 言 

指 導 

アレ科 愛知県教育

委員会 

学校給食における食物アレルギー対応に関する検討委員会委

員（年 2 回） 

アレ科 愛知県教育委員

会 

学校給食における食物アレルギー対応に関する検討委員会委員（年 2 回） 

アレ科 名古屋市 教育委員会：食物アレルギー対応連絡会 委員（年 2 回） 

環境局：乳幼児アレルギー実態把握等懇談会 委員 

アレ科 名古屋市 教育委員会：食物アレルギー対応連絡会 委員（年 2 回） 

環境局：乳幼児アレルギー実態把握等懇談会 委員 

 

３．アレルギー疾患における「診療」「研究」の取組 

 実    績（平成 30 年度） 今 後 の 予 定（令和元年度） 

診療 
食物経口負荷試験（運動負荷試験含む）1462 件、急速経口免疫療法 29 件 

緩徐微量経口免疫療法を中心とした食物アレルギーの治療が継続されている 

食物経口負荷試験、急速経口免疫療法、吸入性抗原に対する舌下・皮下免疫療法を引き続き行う。薬

剤アレルギーへの対応を強化する。 

研究 
厚労科研特別研究「小児のアレルギー疾患保健指導の手引き」研究分担者 

名古屋市乳幼児健診のアレルギー実態調査（論文投稿中） 

厚労科研「経口負荷試験の標準化」研究分担者予定 

愛知県医師会救急委員会のアナフィラキシー受診患者調査の報告書作成担当 

 

４．アレルギー疾患に関する特記事項（独自の取り組み） 

認定 NPO 法人アレルギー支援ネットワークと協働して、アレルギー大学の企画と講師・クリニックにおける出張栄養食事指導事業・「おいしく治す食物アレルギー攻略法」改訂第 2 版出版、アレルギー大

学テキスト「新・食物アレルギーの基礎と対応」出版などを行った。その他県内外の関係団体からの講演要請に 50 件以上対応している。  

項   目 該当  医師の配置 アレルギー学会会員数 うち専門医数数 うち指導医数 

一般社団法人日本アレルギー学会の認定教育施設であること ○  内科 0   

内科、小児科、皮膚科、眼科、耳鼻いんこう科領域の診療科が全て設置され、その医師が常勤してい

ること、または、愛知県における小児アレルギー疾患医療の中心的な役割を担っていること 

○  小児科 9 5 1 

 皮膚科 0   

アレルギー疾患に関する専門的な知識と技能を有する薬剤師、看護師、管理栄養士等が配置されてい

ること 

○  眼科 0   

 耳鼻いんこう科 0   

〔配置状況〕看護師 PAE１名、管理栄養士 PAE6 名（連携する NPO 法人スタッフを含む）       

資料１ʷ６ 


